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富
岡
製
糸
場
創
設
１
０
０
年

の
昭
和
47
年
。
岡
谷
市
と
富
岡
市
は
、
製
糸
業
を
通
じ
、

と
も
に
日
本
の
近
代
化
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
記
念
し
、

姉
妹
都
市
締
結
を
行
い
ま
し
た
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
は
、
岡
谷
に
唯
一
現
存
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
式
繰
糸
機
」

の
復
元
機
を
富
岡
製
糸
場
に
寄
託
、
富
岡
市
か
ら
は
、

お
礼
に
美
し
い「
花
ま
ゆ
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ル
ク

の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
両
市
の
交
流
は
、
市
民
の
友
好

親
善
も
含
め
て
活
発
に
、
そ
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

富
岡
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
！富

岡
市
職
員　

伊
藤  

智
康

（
平
成
25
年
４
月
か
ら
岡
谷
市
工
業
振
興
課
で
勤
務
中
）

　

富
岡
市
は
、
群
馬
県
の
南
西
部
。

市
域
を
２
本
の
川
が
横
切
り
、
河
岸

段
丘
を
里
山
が
囲
ん
で
い
ま
す
。
地
盤

が
安
定
し
て
い
て
災
害
が
少
な
く
、
気

候
も
温
暖
な
の
で
、
住
み
や
す
い
で
す
。

　

江
戸
時
代
初
頭
、
南な
ん

牧も
く

村
（
長
野
県
の
南み
な
み
ま
き牧
村
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！
）
産
出
の
砥
石

の
輸
送
中
継
地
と
し
て
開

か
れ
、
新
田
開
発
に
よ
っ
て

発
展
、富
岡
と
名
付
け
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
元
々
養
蚕
が

盛
ん
で
あ
る
な
ど
条
件
に

恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
明
治

政
府
に
よ
り「
富
岡
製
糸
場
」が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
製
糸
場
周
辺
に

は
、
今
も
昔
の
風
情
の
ま
ち
な
み

が
残
り
、
当
時
工
女
さ
ん
が
食
べ

て
い
た
グ
ル
メ
も
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

上
州
人
は
裏
表
が
な
く
、
お
お

ら
か
な
性
格
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
か
か
あ
天
下
」
は
本

来
、
上
州
の
女
性
は
働
き
者
と
い
う
意
味
な
ん
で
す
よ
。

誤
用
し
て
も
差
し
支
え
な
い
昨
今
で
は
あ
り
ま
す
ね（
笑
）。

富
岡
製
糸
場
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

富
岡
市
職
員　

黛　

剛
史

（
平
成
23
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
岡
谷
市
商
業
観
光
課
で
勤
務
）

　
「
妙
義
山
」
は
、
赤
城
山
、
榛
名
山

と
と
も
に
上
毛
三
山
に
数
え
ら
れ
る
名

峰
。
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
岩
肌
や
奇
石
が

特
徴
的
で
す
。
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
が

美
し
く
、
近
く
の
日
帰
り
温
泉「
妙
義
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
も

み
じ
の
湯
」、
地
元
の
農
産
物
を
販
売
す
る
「
道
の
駅
み
ょ

番
外
5　

姉
妹
都
市　

交
流
職
員
プ
レ
ゼ
ン
ツ
企
画　

 

群
馬
県
富
岡
市
の
巻

富岡製糸場

吉
井
I
C

富岡IC下
仁
田

I
C

高崎

軽
井
沢

至
佐
久
I
C

信越
本線

上信電鉄

安中榛名

横川

下
仁
田

松井田
妙義IC

富岡市

長野新幹線

上信
越自
動車
道

佐
久
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
40
分おきりこみ
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う
ぎ
」な
ど
も
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
参
道
を
下
っ
た
低

地
に
社
殿
が
あ
る
珍
し
い
構

造
の
「
貫ぬ
き

前さ
き

神
社
」、
動
物

が
広
大
な
敷
地
で
暮
ら
す

「
群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
」、

恐
竜
の
実
物
大
模
型
を
展

示
し
て
い
る
「
群
馬
県
立
自

然
史
博
物
館
」も
お
す
す
め
、
ゴ
ル
フ
場
も
多
い
で
す（
笑
）。

　

10
月
に
は
、
山だ

車し

と
踊
り
連
の
競
演
に
、
ま
ち
全
体
が

躍
動
す
る「
富
岡
ど
ん
と
ま
つ
り
」が
あ
り
ま
す
。
開
催
は

２
年
に
一
度
…
今
年
は
、
世
界
遺
産
登
録
で
大
盛
り
上
が

り
！
と
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
岡
谷
の
み
な
さ
ん
も
、

ぜ
ひ一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

世
界
遺
産
登
録
へ
の
あ
ゆ
み

岡
谷
市
職
員　

坂
本  
直
也

（
平
成
25
年
４
月
か
ら
富
岡
市
富
岡
製
糸
場
課
で
勤
務
中
）

　

授
業
で
習
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
富
岡
製
糸

場
は
、
明
治
５
年
、
近
代
化
と
殖
産

興
業
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
日
本
初
の

官
営
模
範
工
場
で
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
は
、
平
成
15
年
、
群
馬
県
知

事
が
そ
の
推
進
を
表
明
。
建
物
な
ど
を
取
得
し
た
富
岡
市

で
は
、
国
や
県
、
市
民
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
保
存
管

理
と
準
備
を
進
め

ま
し
た
。そ
の
後
、

世
界
遺
産
暫
定
リ

ス
ト
へ
の
記
載
を

経
て
、
昨
年
、
ユ

ネ
ス
コ
に
正
式
な

推
薦
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
イ
コ

モ
ス
に
よ
る
現
地
調
査
も
実
施
さ

れ
、
現
在
は
そ
の
審
査
が
行
わ
れ

て
い
る
段
階
で
す
。「
富
岡
製
糸

場
と
絹
産
業
遺
産
群
」は
、
い
よ
い

よ
、
こ
の
６
月
に
開
催
さ
れ
る
世

界
遺
産
委
員
会
で
、
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

も
う
す
ぐ
世
界
遺
産
！　
　
岡
谷
市
職
員　

鮎
澤  

諭
志

（
平
成
23
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
富
岡
市
富
岡
製
糸
場
課
で
勤
務
）

　
「
よ
く
残
し
て
く
れ
ま
し
た
」。
こ
れ

は
、
平
成
23
年
に
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
が
富
岡
製
糸
場
を
ご
視
察
さ
れ
た

際
に
、
述
べ
ら
れ
た
お
言
葉
で
す
。
富

岡
製
糸
場
に
は
、
繭
倉
庫
や
繰
糸
場
な
ど
主
要
な
建
物
が

創
業
当
時
の
ま
ま
、
ほ
ぼ
完
全
に
残
さ
れ
て
お
り
、
現
在

は
、
毎
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
、
熱
心
に
解
説
を

し
て
く
れ
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
に
先
が
け
て
、
富
岡
製
糸
場
の
ま
わ
り

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
燃
え
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
平
成
24
年
に
始
ま
っ
た「
富
岡
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」か
ら
は
、「
お
富
ち
ゃ
ん
」と
踊
る
シ
ル

ク
体
操
、
５
万
人
Ｃ
Ｍ
大
作
戦
！
や
、
ま
ち
な
か
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
歌
声
喫
茶
と
し
て
活

用
す
る
「
富
オ
ケ
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
楽
し
い
企
画
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
「
ス
マ
と
み
」

（http://sm
iletom

ioka.jim
do.

com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
姉
妹

都
市
の
わ
た
し
た
ち
も
、
朗
報

を
心
待
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

妙義山とコスモス

富岡どんとまつり

富オケ 繰糸工場内部

富
岡
市
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
富
岡
製
糸
場
の
入
場
券
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
報
ク
イ
ズ
の
当
選
者
に
、
ロ
マ
ネ
ッ
ト
入
浴
券
と
あ
わ
せ
て
お
送
り
し
ま
す
。
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の
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ー
ジ

「こうずら ほうずら」は市民のみなさんでつくるページです。
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宛先●〒394-8510 岡谷市役所（住所不要） 広報情報課広報広聴（内線１３６６）

　
「
い
る
ふ
の
扉
」、
と
て
も
楽
し
く
拝

読
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
岡
山
県
に
玉
野

市
が
あ
る
こ
と
や
、
30
年
以
上
の
交
流

が
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
ぐ
に
も
飛
ん
で
行
き
た
い
気
分
に
な

り
ま
し
た
。
行
っ
た
ら
早
速「
た
ま
の
温

玉
め
し
」
食
べ
て
き
ま
す
。
天
候
、
心

配
し
な
く
て
旅
で
き
そ
う
で
す
ね
。

Ａ
・
Ｋ
さ
ん（
川
岸
中
）

▼
「
温
玉
め
し
」、
お
勧
め
で
す
！ 
サ
ワ

ラ
や
イ
イ
ダ
コ
を
は
じ
め
と
し
た
水
産

物
や
、
海
岸
線
か
ら
見
え
る
瀬
戸
の

島
々
な
ど
魅
力
いっ
ぱ
い
で
す
。
玉
野
市

で
も
岡
谷
の
太
鼓
演
奏
や
物
産
販
売
は

好
評
で
す
よ
。
今
後
も
姉
妹
都
市
の
つ

な
が
り
を
強
め
、
身
近
で
親
し
み
の
あ

る
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

昨
年
は
区
の
保
健
委
員
さ
ん
に
誘
わ

れ
、
週
１
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い

ま
し
た
。
５
〜
７
０
０
０
歩
く
ら
い
の

距
離
に
あ
る
神
社
仏
閣
・
公
園
な
ど
を

目
的
地
に
、
道
中
は
道
端
の
草
花
や
景

色
、
歴
史
な
ど
の
説
明
し
て
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
若
い
み
な
さ
ん
と
話
を
し

た
り
と
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
こ
の
行
事

が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。　
　

Ｔ・Ｈ
さ
ん（
本
町
）

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
楽
し
そ
う
で
す
ね
。

み
ん
な
で
親
睦
を
深
め
な
が
ら
健
康
に

な
っ
て
い
く
…
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
健
康
教

室
な
ど
に
、
今
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

南
部
中
の
昭
和
34
年
卒
業
生
で
す
。

当
時
は
校
庭
が
狭
く
、
隣
の
岡
谷
南
高

校
の
校
庭
を
借
り
て
体
育
の
授
業
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
諏
訪
湖
が
近

か
っ
た
の
で
、
体
育
以
外
の
教
科
で
も

ス
ケ
ー
ト
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
長
い
廊
下
の
あ
っ
た
校
舎

を
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん（
長
地
片
間
町
）

▼
ク
イ
ズ
の
答
え
と
な
っ
た
南
部
中
学
校

に
対
し
て
、
湊
中
学
校
と
の
統
合
の
際

に
イ
ス
を
持
っ
て
水
門
を
渡
っ
た
こ
と
、

木
造
校
舎
が
水
害
で
授
業
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
か

ら
多
く
の
思
い
出
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

開
校
し
て
50
年
以
上
、
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こえ
２
月
の

ハ
ガ
キ
か
ら

▼
は
広
報
広
聴
担
当
よ
り

❖❖❖❖❖❖ 市政モニター通信38 ❖❖❖❖❖❖
《 3月担当市政モニター   花岡秋美さんより 》

　カートを使って本選びができたり、冬は「コタツ」が
登場したりと、特色のある図書館が話題になるなか、
市立岡谷図書館でも、この1月、初めての企画とし
て「本の福袋」というユニークな貸出が行われました。
　自分ではあまり手に取らない本と出会えるかしら

…と期待しながら、このイベントに参加させていただきました。特
設コーナーに置かれていた本は、１冊ずつ英字新聞に包まれてい
て、おしゃれな印象を受けました。福袋によって、ジャンルの違っ
た本が読めることは良いことだと思います。
　本も最近では、電子化されて、図書館に行かなくてもネットか
ら読み取れる便利な時代です。しかし、本棚から手にとって、装
丁やイラストを気に入ったり、あらすじやキャラクターに興味を持っ
たりして選びたいとも思います。
　岡谷図書館の企画には、ほかにも楽しいものがあります。「お
かぽんポイント」です。本を借りて読めば読むほど、知識などが得
られるだけでなく、ポイントも加算されて、お買いものができる。
魅力的なことだと思います。

　色彩豊かな画面により、現
代日本を代表する抽象画家
として第一線で活躍する辰
野登恵子の世界を、新収蔵
作品も含めご紹介します。

●関連イベントのお知らせ（要入館料）　
日時…3月8日(土) ・21日（金・祝）
　　　午前10時30分～１１時30分　
ギャラリートーク「こどもとたのしむ現代アート」

辰野登恵子
Work 89-p-20

問合せ●☎２2ｰ5854

〈2階 美術展示室〉

収蔵作品展Ⅱ 辰野登恵子展
会期：開催中～５月12日（月）
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3
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4

問題
二重枠の文字を並べ替えると岡谷に
関係のある言葉ができます。それを
答えてください。正解者のなかから
抽選で5名に、ロマネット入浴券（５００
円券）1枚と富岡製糸場入場券2枚を
お送りします。

◆ヨコのカギ
 1 4月に開校する岡谷市○○○専門学校
 3 ○○は藍より出でて藍より○○し
 5 白色。各種栄養素のほか、感染症を防
　 ぐ抗体も含まれています
 7 入れ歯や差し歯を作る歯科○○○○
 9 お隣の市は海から運ばれるこれの終点と
　 いうことで、その名がついたとか
10 下辰線・横河川・国道に囲まれたあたり
　 長地○○○町
12 ⇔必然
14 江戸時代、街道筋にあった安宿。
　 ○○○宿
15 ○○に論語＝馬の耳に念仏 

◆タテのカギ
 1 上、中、西、東
 2 牛蒡
 3 香魚
 4 武井武雄　おとぎの国の○○○○
 6 ⇔こち
 8 上浜・下浜・岡谷に囲まれた○○○○区
11 g、mm、cc、t
13 あるとか、ないとか。良いとか、悪いとか

クロスワードパズル
広報クイズ No.339

脳トレにいかがですか？

【
市
長
随
想
44
】

「
新
年
度
予
算
」

　

毎
年
こ
の
時
期
に
は
市
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
新
年

度
の
予
算
案
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
を
「
未
来
の
岡
谷

に
旅
立
つ
年
」と
位
置
づ
け
、
第
４
次
岡
谷
市
総
合
計
画
に
基

づ
い
て
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り
特
定
財
源
を
最
大
限
に
有
効

活
用
し
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
す
る
べ
く
、
必
要
な
事
業
の

選
択
と
集
中
を
図
り
な
が
ら
予
算
編
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
か
ら
各
課
が
施
策
の
効
果
を
検
証
し
、
財
源
、
時

代
背
景
、
目
標
、
理
想
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
に
検
討
を
重

ね
て
練
り
上
げ
た
案
を
、
私
や
副
市
長
、
関
係
部
署
が
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
調
整
し
て
、
予
算
議
案
と
し
て
市
議
会
に

上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
予
算
を
「
未
来
に
伸
び
ゆ
く 

元
気･

活
力
創
造
予

算
」と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

将
来
に
向
け
、
健
全
で
安
定
的
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
に

努
め
る
と
と
も
に
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
な
が
ら
、
市
民

生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
未
来
へ
多
く
の
夢
と
希
望

を
描
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
、
新

年
度
予
算
と
し
た
も
の
で
す
。

　

岡
谷
市
が
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
る「
み
ん
な
が
元
気
に

輝
く 

た
く
ま
し
い
ま
ち
岡
谷
」

の
具
現
化
に
向
け
て
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
広
報
お
か
や
４
月
号
」に

て
、
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

●応募方法…はがきに答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し、ひと
言（特集テーマや、市政、広報に対するご意見や身近な話題など）をそえて「〒394-
8510 岡谷市役所（住所不要）広報クイズ係」までお送りください。3月10日必着。（ひ
と言は「こえ」 に掲載させていただく場合があります）

●前回（2月号）の答えと当選者
　「ナンブチユウ（南部中）」
　正解数38通（応募総数42通）のなかから抽選で、Y・Tさん
（湊）、H・Tさん（長地権現町）、I・Iさん（長地梨久保）、N・
Oさん（湊）、Ｍ・Kさん（川岸中）に、ロマネット入浴券（５００
円）をお送りします。
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「ほかけぶね」
キンダーブック １９52年 １1月号  武井武雄

 今月の子育てキーワード（小学校 低学年期）
『「歩け・あいさつ・朝ごはん」　「あ」ん三つうんどう』

　子どもには、○歩かせよう（登下校も日常も）、○あいさつさせよう（しよう）、○朝ごはんを必ず食べさせよう。

これは大事な親の責任のひとつです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　～成長樹（期）子育て実践ポイトより～


